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執
筆
者
紹
介

陳 

慧
思 

Lydian C
han

粤
劇
役
者
・
香
港
粤
劇
曲
芸
協
会
副
主
席
。

湛
黎
淑
貞 

E
stella C

ham Lai Suk-ching

宜
楽（
香
港
）顧
問
有
限
公
司
董
事
長
。『
香
港
粤
劇

叙
論
』（
編
）

陳 

守
仁 

Sauyan C
han

元
香
港
中
文
大
学
音
楽
系
教
授
。『
本
子
熱
劇
研
究
』

上
・
下
『
儀
式
・
信
仰
・
演
劇
│
神
功
粤
劇
在
香

港
』『
香
港
粤
劇
導
論
』

佐
治
俊
彦 

Saji Toshihiko

一
九
四
五
年
生
ま
れ
。
中
国
現
代
文
学
。「
日
本
の

唐
人
町
と
内
地
雑
居
」『
か
く
も
美
し
く
、
か
く
も

け
な
げ
な
│
「
中
国
の
タ
カ
ラ
ヅ
カ
」
越
劇
百
年
の

夢
』「
内
モ
ン
ゴ
ル
文
学
管
窺
│
リ
グ
デ
ン
文
学
か

ら
覗
く
内
モ
ン
ゴ
ル
の
文
学
と
生
活
」

立
石
謙
次 

Tateishi K
enji

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
東
海
大
学
文
学
部
歴
史
学
科

東
洋
史
専
攻
・
講
師
。
西
南
中
国
民
族
史
。『
雲
南

大
理
白
族
の
歴
史
も
の
が
た
り
│
南
詔
国
の
王
権
伝

説
と
白
族
の
観
音
説
話
』「
清
初
雲
南
大
理
地
方
に

お
け
る
白
人
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
│
『
白
国
因

由
』
の
研
究
」「
雲
南
省
大
理
白
族
（
ペ
ー
族
）
の

白
文
（
ペ
ー
文
）
に
お
け
る
表
記
規
範
の
一
考
察
│

特
に
「
訓
仮
名
」
と
「
造
字
」
と
を
中
心
に
」

榊
原
真
理
子 

Sakakibara M
ariko

愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
国
際
文
化

専
攻
博
士
後
期
課
程
。
中
国
近
現
代
文
学
・
演
劇
。

「
中
国
話
劇
の
リ
ア
リ
ズ
ム
│
二
〇
一
四
年
版
『
人

形
の
家
』
を
手
掛
か
り
に
」「
中
国
に
お
け
る
ブ
レ

ヒ
ト
の
受
容
と
評
価
」

黎 

鍵 
Lai K

in

粤
劇
研
究
家
、
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
香
港
民
族
音
楽
学

会
理
事
、
香
港
政
府
演
劇
発
展
局
戯
曲
委
員
会
委

員
、「
粤
劇
之
家
」
試
験
計
画
副
主
席
な
ど
を
歴
任
。

『
香
港
粤
劇
口
述
史
』『
香
港
粤
劇
叙
論
』

魯 

大
鳴 

Lu D
am

ing

一
九
五
八
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
法
学
部
兼
任
講

師
。
中
国
演
劇
・
京
劇
。『
京
劇
入
門
』『
京
劇
へ
の

招
待
』『
現
代
中
国
の
文
化
』（
共
著
）

禾 

一
暸 

K
a Y

ichiryou

愛
知
大
学
上
海
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
。
書
法
篆
刻
、

清
末
呉
昌
碩
を
中
心
に
日
中
の
芸
術
交
流
史
。「
中

国
文
房
具
の
周
辺
」

津
田
忠
彦 

Tsuda Tadahiko

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
劇
中
心
理
事
長
。

「
浙
江
小
百
花
越
劇
団
招
聘
講
演
の
こ
と
」

バ
ラ
シ
ュ
・サ
ロ
ン
タ
イ 

Balázs Szalontai

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
高
麗
大
学
校
人
文
大
学
北
韓

学
科
教
授
。
歴
史
学
博
士
（
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

学
）。
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
客

員
研
究
員
等
を
経
て
現
職
。Kim
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菊
地
俊
介 

K
ikuchi Shunsuke

一
九
八
四
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所

客
員
研
究
員
・
立
命
館
大
学
Ｂ
Ｋ
Ｃ
社
系
研
究
機
構

客
員
研
究
員
。
中
国
近
現
代
史
・
近
現
代
日
中
関
係

史
。「
日
本
占
領
下
華
北
に
お
け
る
新
民
会
の
「
青

年
読
物
」」「
日
本
占
領
下
華
北
に
お
け
る
新
民
会
の

女
性
政
策
」「
日
本
占
領
下
華
北
に
お
け
る
新
民
会

の
青
年
政
策
」

芦
沢
知
絵 

A
shizawa C

hie

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
法
政
大
学
兼
任
講
師
。
中
国

近
代
経
済
史
。「
在
華
紡
の
福
利
厚
生
│
内
外
綿
上

海
工
場
の
事
例
を
手
が
か
り
と
し
て
」「
内
外
綿
の

中
国
人
管
理
者
と
監
督
的
労
働
者
│「
特
選
工
」か
ら

「
役
付
工
」へ
（
一
九
一
一

－

四
五
年
）」

赤
松
美
和
子 

A
kam

atsu M
iwako

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
大
妻
女
子
大
学
比
較
文
化
学

部
准
教
授
。
台
湾
文
学
・
台
湾
映
画
。『
台
湾
を
知

る
た
め
の
60
章
』（
共
編
著
）「
台
湾
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー

シ
ネ
マ
の
日
本
表
象
│
『
悲
情
城
市
』（
一
九
八
九

年
）
か
ら
『
海
角
七
号
』（
二
〇
〇
八
年
）
へ
」『
台
湾

文
学
と
文
学
キ
ャ
ン
プ
│
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
な
創

造
空
間
』

三
好 

章 
M

iyoshi A
kira

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
近
代
史
、
中
華
人
民
共
和
国
教
育
史
。

『
摩
擦
と
合
作 

新
四
軍1937

〜1941

』『
叙
事
詩
の

時
代
の
抒
情
』（
翻
訳
）、『
根
岸
佶
著
作
集
』
全
五
巻

（
編
、
刊
行
中
）

樋
泉
克
夫 

H
iizum

i K
atsuo

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
華
僑
・
華
人
論
、
京
劇
史
。「
地
球
規
模
で
版

図
拡
大
す
る
中
国
│
水
・
陸
・
鉄
・
空
路
結
ぶ
計
画

着
着
」「「
華
人
」
が
カ
ギ
握
る
中
国
経
済
発
展
」

「
中
国
の
「
経
済
危
機
」
に
思
う
」

翻
訳
者
紹
介

張 

玲 Z
hang Ling

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研
究

セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
。
中
国
文
化
・
教
育
。「
中

国
中
央
政
府
の
教
育
政
策
動
向
に
関
す
る
考
察
」

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
七
年
三
月
）

加
治
宏
基　
「
中
国
の
国
連
平
和
維
持
活
動
」（『
中

部
経
済
新
聞
』
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
五
日
）

川
村
亜
樹　
「
大
統
領
選
挙
と
ア
メ
リ
カ
文
学
」（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会
・
発
表
、
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学

会
第
五
五
回
全
国
大
会
、
於
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
学
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
日
）

黄 

英
哲　
「「
願
做
一
個
敗
北
者
」
│
両
位
台
湾
詩

人
的
「
１
９
４
９
」」（
学
会
発
表
、「
跨
越
１
９

４
９
：
文
学
與
歴
史
国
際
学
術
研
討
会
」
台
北
：

中
国
現
代
文
学
学
会
、
国
立
中
央
大
学
中
文
系
、

国
立
東
華
大
学
華
文
文
学
系
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南

洋
理
工
大
学
中
文
系
共
同
主
催
、
二
〇
一
六
年
一

二
月
二
五

－

二
六
日
）、「
台
湾
文
化
人
に
お
け
る

「
抗
日
戦
争
」」（
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
編

『
対
日
協
力
政
権
と
そ
の
周
辺
│
自
主
・
協
力
・

抵
抗
』
あ
る
む
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

高 

明
潔　
「
中
国
に
お
け
る
国
民
建
設
の
多
元
化
表

象
│
民
間
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
映
像
分
析
に
基
づ
い

て
」（
口
頭
発
表
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
現
代
中
国
地
域
研

究
愛
知
大
学
拠
点
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
社
会
・
歴
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
班
第
一
〇
回
日
中
社
会
構
造
研
究
会
、
於

愛
知
大
学
名
古
屋
校
舎
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
一

七
日
）

砂
山
幸
雄　
「
惲
代
英
を
め
ぐ
る
最
近
の
研
究
動
向
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中
国
古
典
美
術 

─
─
21
世
紀
か
ら
の
視
線
（
仮
題
）

　

現
今
、
中
国
の
古
典
美
術
は
影
が
薄
い
。
西

洋
・
日
本
美
術
の
展
覧
会
が
多
く
の
観
客
を
集

め
る
一
方
で
、
中
国
古
典
美
術
は
接
す
る
こ
と

す
ら
難
し
い
情
況
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、飛

鳥
時
代
の
仏
教
伝
来
以
降
、
日
本
人
の
美
意
識

を
涵
養
し
、
鑑
賞
の
中
心
対
象
と
な
っ
て
き
た

の
は
、長
く
中
国
美
術
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、

我
々
の
美
術
活
動
に
も
そ
の
影
響
は
の
こ
っ
て

い
よ
う
。
い
な
そ
の
素
養
を
活
か
し
た
現
代
美

術
の
展
開
も
、
の
ぞ
め
ぬ
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
特
集
で
は
、
そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、

21
世
紀
か
ら
の
視
線
で
中
国
古
典
美
術
を
捉
え

直
し
て
み
る
。
仏
像
ブ
ー
ム
が
有
り
、
街
に
書

道
教
室
の
栄
え
る
現
在
、
中
国
古
典
美
術
は
ど

の
よ
う
に
社
会
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
現
代
社
会
に
対
し
て
如
何
な
る
意
義
を
持

つ
か
。
た
だ
の
古
く
さ
い
骨
董
趣
味
と
し
て
で

な
く
、
我
々
の
美
的
生
活
に
影
響
を
与
え
う
る

も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
精
神
生
活
に
刺
激
を

与
え
る
も
の
と
し
て
、
中
国
古
典
美
術
の
新
た

な
価
値
を
見
い
だ
す
べ
く
、
各
分
野
、
各
国
の

論
客
を
集
め
て
考
え
て
み
た
い
。
あ
わ
せ
て
中

国
古
典
美
術
に
接
す
る
た
め
の
、
案
内
も
併
載

す
る
。

訂
正

Vol
・
45　

202
頁
下
段　

翻
訳
者
紹
介
に
追
加

村
上 

享
二 M

urakam
i K

yoji

一
九
五
八
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所

客
員
研
究
員
。
中
国
政
治
・
外
交
。「
一
九
六
〇
年

代
前
半
に
お
け
る
中
国
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
」「
中

国
の
対
ア
フ
リ
カ
宣
伝
活
動
」「
一
九
六
〇
年
代
前

半
中
共
與
非
洲
接
触
及
国
府
之
反
応
」

以
上
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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に
つ
い
て
」（『
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀

要
』
第
一
四
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

唐 

燕
霞　
「
中
国
城
市
基
層
社
会
治
理
結
構
的
探
討

│
以
江
蘇
省
南
京
市
為
例
」（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
報
告
、
蘇
州
大
学
第
二
回
城
市
発
展
論
壇
、
二

〇
一
六
年
一
一
月
八
日
）、「
中
国
式
労
使
関
係
的

特
徴
與
日
資
企
業
人
力
資
源
管
理
的
課
題
」（
清

華
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
改
革
開
放
與
日

本
」
二
〇
一
七
年
三
月
一
八
日
）、「
浅
談
台
湾
的

「
社
区
営
造
」
與
居
民
自
治
以
及
対
中
国
大
陸
的

啓
示
」（
台
湾
銘
伝
大
学
社
会
科
学
院
公
共
事
務

学
系
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
第
十
一
回
転
型

與
治
理
学
術
研
討
会
」
二
〇
一
七
年
三
月
二
四

日
）

樋
泉
克
夫　
「
東
南
ア
ジ
ア
の
部
屋
」（
連
載
、

『Foresight

（
電
子
版
）』
新
潮
社
）、「
変
貌
す
る

華
僑
・
華
人
政
策
│
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
現
在
を
考
え
る
」（
講
演
、
愛
知
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
一

日
）、「
中
国
か
ら
見
た
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
│

『
大
西
南
対
外
通
道
図
』
を
参
考
に
し
て
」（
研
究

発
表
、
日
本
現
代
中
国
学
会
東
海
部
会
、
二
〇
一

七
年
三
月
四
日
）

松
岡
正
子　
「
四
川
の
黒
水
チ
ベ
ッ
ト
族
と
「
猼
猓

子
」
伝
承
」
加
納
寛
編
『
書
院
生
、
ア
ジ
ア
を
行

く
│
東
亜
同
文
書
院
生
が
見
た
二
〇
世
紀
前
半
の

ア
ジ
ア
』（
あ
る
む
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、『
青

蔵
高
原
東
部
の
チ
ャ
ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト
族
│
│

2008

汶
川
地
震
後
の
再
建
と
開
発
』（
あ
る
む
、

二
〇
一
七
年
三
月
）、『
二
〇
〇
八 

汶
川
大
地
震

災
後
重
建
過
程
中
的
農
村
城
市
化
的
現
状
與
課
題

│
四
川
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
的
羌
村
為
例
』

（
第
二
届
城
市
発
展
論
壇
「
城
市
公
共
管
理
│
理

念
、
組
織
、
政
策
與
実
践
」
於
蘇
州
大
学
、
二
〇

一
六
年
一
一
月
五
日
）

三
好 

章　
「
維
新
政
府
の
対
日
交
流
│
中
小
学
教
員

訪
日
視
察
団
の
見
た
も
の
」（
愛
知
大
学
国
際
問

題
研
究
所
編
『
対
日
協
力
政
権
と
そ
の
周
辺
│
自

主
・
協
力
・
抵
抗
』
あ
る
む
、
二
〇
一
七
年
三

月
）
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編
集
後
記
│
│
む
す
び
に
か
え
て

◇
中
国
に
は
「
好
戯
還
在
後
台
呢
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
面
白
い
芝
居

は
舞
台
が
跳
ね
た
後
の
楽
屋
で
、
と
い
う
意
味
合
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、
本
特

集
の
編
集
作
業
を
終
わ
っ
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
や
は
り
「
好
戯
還
在
後
台

呢
」
の
七
文
字
だ
。
そ
れ
と
い
う
の
も
編
集
者
自
身
、
編
集
作
業
を
通
じ
て

こ
れ
か
ら
究
め
て
み
た
い
新
し
い
テ
ー
マ
が
見
つ
か
っ
た
と
同
時
に
、
本
特

集
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
読
者
が
中
国
の
芝
居
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
か
ら
だ
。
◇
や
は
り
戯
劇（
し
ば
い
）は
客
席
に
黙
然
と
座
っ
て

い
れ
ば
「
好
戯
」
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
役
者
の
側
が
五
体
を
鍛
え
上
げ

て
い
る
よ
う
に
、
観
客
も
ま
た
、
そ
れ
相
応
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
な
い

限
り
「
好
戯
」を
「
好
戯
」と
し
て
愉
し
む
こ
と
な
ど
で
き
は
し
な
い
。
◇
や

や
唐
突
な
た
と
え
だ
が
、
一
九
九
三
年
の
年
末
、
シ
ア
ト
ル
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
会
議
に
参
加
し
た
あ
し
で
キ
ュ
ー
バ
・
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
を
訪
問
し
て
の
帰
途
、
江
沢
民
（
当
時
、
中
国
共
産
党
総
書
記
兼

国
家
主
席
）
は
専
用
機
の
な
か
で
カ
ラ
オ
ケ
の
マ
イ
ク
を
握
り
、
同
行
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
と
京
劇
の
一
節
を
唱
っ
た
と
、
当
時
外
電
が
伝
え
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
予
想
外
の
外
交
成
果
が
中
国
の
指
導
者
の
心
を
昂
ら
せ
、
京

劇
を
披
露
す
る
に
及
ん
だ
と
い
う
の
だ
。
こ
の
時
、
彼
に
と
っ
て
京
劇
は
何

を
意
味
し
て
い
た
の
か
。
◇
や
は
り
中
国
と
い
う
世
界
は
、
日
本
人
に
と
っ

て
は
春
先
の
道
路
の
遥
か
前
方
に
立
ち
現
わ
れ
る
“
逃
げ
水
”
の
よ
う
な
も

の
だ
と
思
う
。
た
ど
り
着
い
た
と
思
っ
た
瞬
間
、
フ
ッ
と
消
え
去
っ
て
再
び

前
方
に
現
れ
る
。
判
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
に
厚
い
雲
間
に
覆
わ
れ
、
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
◇
日
本
に
と
っ
て
い
よ
い
よ
重
い
存
在
と
な
る
中
国
を

如
何
に
理
解
す
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
四
角
四
面
に
考
え
ず
、
芝
居

を
楽
し
み
な
が
ら
、
彼
ら
の
振
る
舞
い
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
思
い
を
致
す

の
も
一
考
だ
と
思
う
。
芝
居
を
愉
し
み
な
が
ら
芝
居
の
先
に
広
が
る
広
大
無

辺
な
中
国
と
い
う
世
界
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
…
…
そ
ん
な
念
を
抱

き
な
が
ら
、
擱
筆
と
し
た
い
。 

（
樋
泉
克
夫
）


